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令和７年度　第４回大分県柔道体重別選手権大会兼国民スポーツ大会選手選考会（成年男子・女子)の開催について
新緑の候、各位におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

さて、標記の国民スポーツ大会柔道競技大分県代表選考会を下記の要領により開催することになりました。

　つきましては、公私ともにご多用中のところ誠に恐縮に存じますが関係者並びに選手の出場について宜しくお願い申し上げます。
記
１　期日・会場
令和７年６月８日（日）　サイクルショップコダマ大洲アリーナ「柔道場」
２　日程

　・開場　　　　　　　８：３０　　　　　（受付場所　アリーナ１階入口付近）
・監督・審判会議　　９：２０～９：４５（研修室１）
　・開会式　　　　　　９：５０～
　・試合開始　　　　１０：００～
３　計量（前日計量）
　・日程　令和７年６月７日（土）
　・時間　仮計量　午後３時３０分～午後４時３０分までの間
　　　　　本計量　午後４時３０分～午後５時３０分までの間
　・場所　サイクルショップコダマ大洲アリーナ「柔道場」（男子・女子ともに）
· 　なお、大会前日に計量を行うことができなかった者は、大会当日に上記試合会場において、午前８時４５分から午前９時１５分までの間に計量を行うことができるとする。
しかし、前日計量で失格となった者は、大会当日に再度の計量を行うことはできない。
４　トーナメント種別　
　(1)　成年男子                        　　　　　  
1 先鋒（６０ｋｇ以下）　　　　　　　　　　　
2 次鋒（６０ｋｇを超え７３ｋｇ以下）　
3 中堅（７３ｋｇを越え９０ｋｇ以下）
4 副将・大将（体重無差別）
(2)  成年女子
① 次鋒（５７ｋｇ以下）
② 大将（体重無差別）　
５　競技上の規定
(1)　試合は、最新の国際柔道連盟試合審判規定を適用する。
(2)　試合時間は４分とし、勝敗の決定基準は「一本」「技あり」「有効」「僅差」とする。
「僅差」とは双方の選手間に技による評価がない、または同等の場合は、「指導」差が
２以上あった場合に少ない選手を「僅差」による優勢勝ちとする。
(3)　試合時間内に優劣がつかない場合は、時間無制限のゴールデンスコア方式により、勝
敗を決する。ゴールデンスコアにおいては、「有効」「技あり」「一本」「反則負け」または「指導」の差が２以上によって勝敗を決する。
(4)　階級区分は申し込んだ種別、階級の試合に出場することができる。
(5)　競技に際し、柔道衣（背中）には、必ず所属名と苗字（姓）を明示したゼッケンを縫
い付ける。また、ゼッケンの無い者、ゼッケンの重ね縫いをした者は出場できない。
（スポンサーのついたゼッケンはこの限りではない。）
(6)　試合は、各種別のトーナメント方式とする。
６　参加資格
(1)　所属都道府県柔道連盟（協会）を通して全日本柔道連盟に登録していること。
(2)　選手は、居住地を示す現住所（県内に住民登録をし、現にそこの居住者であること。
または、勤務地、生徒にあっては学校所在地のいずれかにより参加すること。）
(3)　大学生は、所属登録にかかわらず、居住地を示す現住所（県内に住民登録をし、現に
そこの居住者であること。）または、卒業高等学校所在地から出場できる。
(4)　参加選手は、健康上又はその他の支障がある者は参加できない。　
(5)　選手の年齢基準
成年種別に参加の者は、２００７年（平成１９年）４月１日以前に生まれた者とする。
（令和７年４月１日現在、１８歳以上の者とする。）
(6)　ふるさと選手制度を活用する者は、参加申込みの際にふるさと選手登録をすること。　　　　　　　　　　　　　　　
６　申込方法

 (1)　メールで申込みをお願いします。
※　申込みは、別添の様式に必要事項を記入してください。
・大分県柔道体重別選手権　参加申込書（成年男子）

　　・大分県柔道体重別選手権　参加申込書（成年女子）

　　・国民体育大会 ふるさと選手登録届

(2)　申込先　　　

　　　【メール送信】　ap70002254474@outlook.jp
　　　【担　　　当】　板井　慎吾　宛　　☎  090 −2514 −2208
(3)　申込期限　
令和７年５月２５日（日）正午　必着

　　　 メール送信での申込みをお願いします。
７　参加料
    一人につき2,000円（大会当日受付にて徴収）

　　なお、保険500円を含んでいます。
８　その他　
(1)　主催者で出場選手は傷害保険（５００円）に加入する。
(2)　負傷者の処置については、主催者側において応急処置は行うが、事後の責任は負わない。
(3)　大会終了後、強化委員会を開催し、国スポ国民スポーツ大会選手の選考会を行う。

(4)　女子の成年出場区分は、チームの実情に応じて次鋒、大将のいずれかを少年種別年齢
の者とすることも可能とする。
 (5)　試合の組み合わせ抽選会については、柔道連盟事務局及び強化委員並びに各監督等において実施する。
日時、場所にあっては申込期限後に県柔連ホームペジに掲載します。
